
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 輪 

校長 堀 健一 

 

先日、生徒会誌「年輪」第５０号の校長のページの原稿依頼があったため、あらためて書棚から

以前の年輪を取り出してみました。創刊号（第１号）は昭和５０年３月発行（昭和４９年度）で

す。当時の編集委員の生徒の巻頭言を紹介します。（この方も現在は６４歳ですね） 

 

 

 

 

 

 

 

 

“年輪”。これは、開三中開校以来、初めての「生徒会誌」である。「自主性のある生徒活動」。

過去の先輩がひとつひとつ築き上げてきた伝統。すなわち年輪である。現在それぞれの必修、課

外クラブ、委員会などでどのような活動をしているのか、果たして本当に自主的な活動をしてい

るのだろうか、このようなことを少しみなさんに知らせ、考えてもらい、いついつまでも緑の葉

のたえぬ、大樹に育て上げるため、活動を多くのせた。今年一年間を振り返ってみても、男女バス

ケットボール部の初の全国大会出場などは、開三中の歴史にまたひとつ輝かしい栄光を築いたも

のである。その他いろいろな行事を通じて、受験を迎えた三年生、先輩と呼ばれるようになった

二年生、中学生になった一年生と、それぞれ置かれた立場の違いこそあれ、将来の思い出を築き

上げたと思う。この本は、こういうみなさんの思い出の数々を記し、これから発展させる反省材

料として読んでもらいたい。そして、今後とも、二号、三号と回を重ねるたびに、少しでも中身が

充実するよう全校生徒が協力してがんばって行きたい。やがて、同誌が百、二百の年輪を描き出

すことを夢に見ながら。 

 

さて、正月に第１００回箱根駅伝がありました。１００回記念ということで、３校の出場枠増、

そして関東以外の大学にも門戸が広げられ話題になりました。駅伝で使う襷（たすき）には、選手

全員と、それを支えてきたスタッフ・関係者・ＯＢ等多くの人々の熱い思いが込められています。

襷をつなぐことはそれらの人々の心をつなぐことであり、過去・現在・未来をつなぐことでもあ

ります。私達も、今の開進第三中学校から未来の開進第三中学校へ、しっかりと襷をつないでい

きたいと思います。 

令和６年２月１４日 

＜ 第１０号 ＞  

―◆たくましい人◆考える人◆心豊かな人◆助け合う人― 練馬区立開進第三中学校

 



日本の伝統文化に触れた1月でした。 

百人一首 絵札展 令和６年１月１３日   百人一首大会      

 

 

 

 

 

 

むつのを体験  令和６年１月２８日  

 

 

 

 

 

練馬区小中学校連合書きぞめ展  令和６年１月２７日～２８日        

 

 

 

 

 

 

 

百人一首大会に先駆けて体育館に札の絵が飾られまし

た。丁寧にきれいに札が再現されていました。百人一首大会

に向け一生懸命に札を覚え、熱い戦いを繰り広げました。 

むつのを体験は、本校で長年続く伝統行事です。1月は、「書きぞめ」に「百人一首」、そして「琴」の

体験と日本の伝統文化におおいに触れた月になり、長い歴史の中で現代まで継続しているものを体験し

て、日本の良さを再認識できました。むつのを体験では、1時間の授業で見違えるくらい上達して、みん

なで合奏し、講師の方の素晴らしい演奏もありました。 

練馬区立美術館で行われた練馬区小中学校連合書きぞめ展に、校内書きぞめ展の作品の中から１２点

の力作が選ばれ、出展されました。 


